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研究成果の概要（和文）：日本と韓国の大学、日本と中国の大学、および日本と中国の高校の間での交流授業を
複数回実施した。それらの実践的研究は、作成した物語について交流する方法、少人数での直接対面式授業と多
人数での集団間非対面式交流授業を組み合わせる方法など、多様な交流方法で実施され、交流の中での学生たち
の文化的他者理解の変容過程が分析された。個別の交流の分析からは、「顔の見える―見えない形式の交流」と
交流者間の信頼との関連、物語的側面からの異文化理解過程の検討、など理論的な面での成果を得ることができ
た。全体的には、異文化理解においてそれを下支えする「情動的側面」での変化の重要性が再確認された。

研究成果の概要（英文）：     Exchange classes were implemented multiple times between Japanese and 
Korean universities, Japanese and Chinese universities, and Japanese and Chinese high schools. In 
these practical studies, a variety of interaction methods was employed, such as interactions related
 to students’ stories and a combination of small group direct meetings and large group non-direct 
meetings.  Furthermore, the process of change in students’ understanding of cultural others through
 these exchange classes was analyzed. Theoretical findings were also obtained by analyzing 
individual exchange classes; for example, the relationship between “interaction in face 
visible/invisible form” and the trust between participants and the process of intercultural 
understanding through story examination. In essence, the importance of the change in “emotional 
aspects” that underpin intercultural understanding was reconfirmed.

研究分野： 教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
最も大きな成果は、多様なカテゴリーに属する学生間で、様々な形式の下で対話的交流を行い、学生の文化的他
者理解過程について多くのデータを蓄積できた点にある。また、それにより、対話的手法で異文化理解教育を行
う目的の理論化（「対話的ワクチン」等）や手法の洗練・背景となる理論の充実を行えた事は、これまでの対話
的な異文化理解教育研究から、さらに実践－理論間の架橋を図れたという意味で大きな成果があった。さらに、
今日の多文化的状況においては、文化的背景の違いによる対立が増加すると考えられ、対立の対話的緩和とその
ための教育方法のバックグラウンドデータを提供できる本研究の成果は、社会的な面でも大きな意義を持つ。



様 式 Ｃ－19、Ｆ－19－1、Ｚ－19、ＣＫ－19（共通） 
1．研究開始当初の背景 
 
異なる文化的背景を持つ人々が、対立する思想や慣習などを持ちながらも、共同的に生活し

ていかざるを得ない状況が世界的に生じている。そうした現代において、異質な他者との関係
調整・対話の方法をめぐる、より実践的な異文化理解教育の必要性が高まっている。また、そ
うした状況の変化は従来の研究における「文化」概念・理論自体の見直しを迫るものともなっ
ている。 
こうした社会的状況や、心理学における「文化」研究の現状に対して、日中韓の多様な文脈

で実際に行った対話的異文化理解授業を素材に、教育実践の観点からはどのように授業方法の
改善が見込めるか、という点について検討すること、また、異文化理解の心理的変化の過程と
その理論化についての観点からは、そうした異文化理解過程の詳細な検討を通じて、心理学に
おける文化についての概念・理論について検討を加えること、が本研究開始当初の問題意識と
言える。 

 
2．研究の目的 
 
上記のような問題意識に基づいて、（1）日中韓の大学・高校を結んだ対話的異文化理解教育

実践の実施、（2）その結果をもとに、より効果的な異文化理解教育の方法的検討、（3）そうし
た実践への参加者の異文化理解の変化の過程について、対話データに対して詳細な分析・評価
を行うことを通じた検討、（3）異文化理解過程についての分析結果に基づいた新たな文化理論
の提案、が本研究の目的である。 
 
3．研究の方法 
 
日本・韓国・中国の大学または高校間で交流授業を複数回実施し、それぞれの授業における

事例や成果をめぐって、定期的に行う全体会議（2016 年：横浜、2017 年：北京・ソウル、2018
年：東京）において、お互いに議論することを通じて、異文化理解教育の方法上の洗練を図る
とともに、新たな教育方法の提案も行った。また、議論の中で提案されたさまざまな文化理解
に関する理論上の問題・テーマについては、《Integrative Psychological and Behavioral 
Science》誌や学会シンポジウムなどにおいても発表を行った。 
実施した交流授業は以下のとおりである。 
（1） 交流 1：共愛学園前橋国際大学（日本：呉宣児）－東国大学（韓国：崔順子） 
（2） 交流 2：東京学芸大学（日本：榊原知美）－中国政法大学（中国：片成男） 
（3） 交流 3：北京師範大学（中国：田島充士・姜英敏）での国内学生―留学生間の交流 
（4） 交流 4：北京―岡山の高校間交流（中国・日本：渡辺忠温） 
 
4．研究成果 
 
（１） 日本―韓国の大学間での交流（交流 1：共愛学園前橋国際大学・東国大学） 
日本の授業担当者である呉と韓国の授業担当者である崔は、2010 年度から継続的に日韓の交

流授業を行ってきた（呉・崔・山本, 2014; Oh, 2017）。それらの交流授業では、日韓の大学生
の間で感想文のやりとり（のみ）を繰り返す（①日韓それぞれの授業で映画を視聴し短い感想
文を書く、②相手国に送りお互いに相手国の大学生たちの感想文を読む、③相手国の感想文を
読んだ二次感想文を書いて送る、④相手国大学生の二次感想文を読み、また短い感想文を書く）
というプロセスの中で「自分達―他者達」への理解の変化を検討した（交流形式 A）。 
そうした「顔の見えない関係」での感想文交換という間接的対話に対して、本研究課題では、

2016 年~2017 年にかけて、より直接的な「顔の見える関係」の中で交流授業を行った（交流形
式 B）。2016 年の 9月、日本人学生 5人が韓国を訪れ、韓国人学生 4人と、互いに生活文化の紹
介を行ったり、一緒にソウル市内を歩いたりしながら二日間楽しく過ごし、「知り合い・友達」
になって日本へ戻った。10月以降は、日韓共同ドキュメンタリー「あんにょん・サヨナラ」（キ
ム・＝ テイル・加藤久美子監督、2006 年）を日韓学生がともに見て、交流形式 A と同じよう
に、映画への感想文と相手国大学生の感想に対する感想文交換を行った。交流形式 Bを検討し
た結果、交流形式 Aではあまり見られなかった点として、①「私」と「わたしたちの国」を分
離する傾向や、②相手（国）の非を語る場合は、自分・自国の非もセットにして語り、③非を
語るとき、国を一括して語ることを避け、部分に分けて語る傾向が見られた。これらの結果は、
「関わりのない他者」と「関わりのある他者」という違いから、「関係の断絶と持続」という軸
が揺れ動いていると思われる。 
 
（２） 日本―中国の大学間での交流（交流 2：東京学芸大学・中国政法大学） 
東京学芸大学と中国政法大学との間でも、2010 年からほぼ毎年対話的交流授業を継続的に行

っており、その中では、大学生の異文化理解プロセスや、それを促す交流授業のあり方に関す
る知見が得られており（e.g., Sakakibara, 2017; Pian, 2017）、本研究の期間においてもそれ
らの知見を基礎として、主に日本と中国の学生の間で、物語作成を用いた対話的交流授業を行



った。 
物語の作成を用いた交流授業は「交通ルールの捉え方」というテーマで 2016～2017 年にかけ

て合計 12 回（日本 6 回、中国 6 回）にわたり実施された。2016 年には初回授業において、①
車が十字路を右折し、横断歩道を渡っていた歩行者と接触しそうになる場面、②接触しそうに
なった車の運転手と歩行者がやり取りをしている場面、③通りがかった歩行者が加わり 3人で
やり取りをしている場面の 3つの場面で構成されたイラストを学生に提示し、「日常で普通にあ
り得る範囲内」でイラストに合わせた物語をグループで作成させた。学生の物語は翻訳のうえ、
相手国の学生に配布した。これに対する感想や質問が返送されるという形で日中の対話が進め
られた。また、2017 年には別の学生を対象とした授業において、2016 年に日中の学生が作成し
た物語を配布し、歩行者、運転手、通りがかりの人が、交通ルールに対してそれぞれどのよう
な認識を持っているかを分析させ、日中で交換、議論した。その結果、日中の学生では交通法
規に対する考え方に違いがみられるなど、いくつかの特徴的な解釈フレームの差異がみられ、
それが物語の分析や議論に影響を与えている可能性が示唆された。 
 
（３） 中国の大学内での国内学生―留学生間の交流（交流 3） 
北京師範大学において、日本人留学生と中国人学生との間で葛藤の解消を目指した対話型授

業を二回実施した。2018 年には、日中の学生間で特に見解が分かれるテーマを特定し、その葛
藤を、話し合い活動を通じて解消する実験授業を実施した。さらに葛藤的な場面における人々
の知的／情動的思考の統合を目指した演劇的手法を参照し、知的なディスカッションだけでは
達成することが困難な、葛藤に対する対話的な省察を深める方法論について研究を進めた。2019
年にはこの研究成果を基盤に設計したプログラムにより、再度、北京師範大学において授業を
実施し、肯定的な雰囲気の中で互いの立場について理解し、感情まで含めた解決策を模索する
方法を参加者自らが見出すプロセスが観察された。 
 
（４） 日本―中国の高校間での交流（交流 4） 
2018 年 11 月～2019 年 1月に、日本（岡山）の高校生と中国（北京）の高校生の間で、各国

で 3回の交流授業を行った。交流授業は、贈り物に関する共通のエピソードについての感想と、
お互いの国の感想に対するコメントを、個人用ワークシートへおよび小グループでの議論の後
に記入するグループ用ワークシートに書いてもらい、それらを翻訳したうえで相手の国に送り、
シートを交換し合うことで議論を進めた。 
今回の交流授業を通じて、贈り物をめぐる日本と中国の間での慣習や考え方の共通性と違い

について理解することだけではなく、それぞれの国の中での考え方の違いについても一定程度
は理解を深めることができた。また、高校生異文化間での議論の進め方についても、交流の中
で変化が見られた。 
 
（５） 総括 
本研究課題では、上記のような 4つのタイプの交流実践を行い、その実践の経過などについ

て全体会議で話し合うことで理論的な検討も行ってきた。まとめれば、本研究課題では、以下
のような点が全体として得られた成果と言える。 
(a) 対話的異文化理解授業の形式を、①より多人数の集団間での非対面式の交流（交流 2・

交流 4）、②少人数での対面式の交流（交流 1・交流 3）という 2 つの形式で行ったこと
で、両形式で交流授業を行った際の、異文化理解のあり方・学生の変化のし方について
の比較が可能になる当時に、学生が置かれた環境（設備なども含め）に応じた、対話的
な異文化理解教育の方法の選択肢を増やすことができた。 

(b) 対話的に議論を進めていく際の議論の素材となるものについても、物語を作成し、作成
した物語をめぐって交流する・分析させるなど、提示された素材（物語・映画など）を
使うだけではなく、参加している学生たち自身が作成した素材を用いた交流授業も実施
された（交流 2）。さらに、全体の議論の中では、議論を通じて単に交流授業の中でお互
いの「理解」を深めるだけではなく、協働的に何かの作業を行うなどの新しい形での交
流授業の形式についても検討を行うようになってきている。 

(c) 上記(a)や(b)の論点は、上記交流 3 において特に強調されているように、同時に、相手
の国・文化に対する「知的な理解」だけにとどまらず、「感情までも含めた関係調整方法」
の重要性にもつながる。本研究課題の中でも、学生同士の交流の中で、また、全体的に
それらの事例を検討する中で、情動的な面も含めて、異文化と協働していくことの難し
さと、それを教育的に実現していくための方策（たとえば交流 1 で言えば顔が見える関
係での交流など）について議論が重ねられた。 
 

本研究課題において得られたこれらの成果を踏まえて、今後は、さらに交流授業の形式・進
め方について検討していくとともに、理論的な検討を加えていくことが必要である。 
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